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シカの個体数管理と
森林保全

１．山地災害防止の視点からみた
増えすぎたニホンジカの食害問題

Keyword: 伐採跡地，更新阻害，人工林
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ニホンジカの影響による森林生態系の衰退
森林の更新（再生）阻害

淡路島の広葉樹林 伐採5年後の状況

伐採13年後の状況
（2014年）
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伐採14年後・植生保護柵の設置
（2015年）

2004年10月20日上陸
死者行方不明者： ９８名
豊岡・出石に水害をもたらした台風
兵庫県内では針葉樹人工林の倒壊地が
約3,000ha発生。

2004年台風23号による人工林の大規模風倒被害
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平成16年
台風被害林分
の分布

県内の
シカ密度
分布図
（Ｈ16）

南但、北播磨、西播磨、東播磨地域の

人工林地帯で大量の倒壊林をみかけ
る。

この地域は、

シカ密度が非常に高
い。

シカの食害により人工林
倒壊地において森林再生
が進まない恐れ。

＞100ha

50-100ha

10-50ha

<10ha

2004年台風第23号風倒地8年後の状況
(青垣町山垣)
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■調査年
2012年（被災8年後）

シカ密度が様々な地域から、
合計53地点の風倒及び伐採
跡林分(天然更新)を選定

■調査地点

■調査方法

樹高1.3ｍ以上の高木性
広葉樹の更新本数をカウント

※目撃効率：狩猟者が一日出猟した際の
シカの平均目撃頭数

シカの平均目撃効率
（2004～2009年）

2004年 風倒被害地の
森林再生状況調査

高
木
性
広
葉
樹
の

更
新
本
数
(h
a
-2
)

■調査結果

2005～2011年の平均目撃効率（シカの密度指標）

シカ密度が高まるにつれ、更新本数は減少。

高木性広葉樹の更新本数
=EXP(2.55-1.2*SPUE)*250
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人工林跡地における

高木性広葉樹の更新予測

赤やオレンジのエリアでは、
広葉樹林の自然再生はほぼ困難！

構築した統計モデルと
シカの密度分布データから、
伐採及び風倒8年後の
更新本数を予測！

高木性広葉樹の更新本数
=EXP(2.55-1.2*SPUE)*250

シカの密度分布
データ

2009年８月台風第９号等豪雨災害(佐用豪雨)

８月９日から10 日未明にかけて発生
佐用町を中心に死者20 名、行方不明者２名
全半壊並びに一部損壊1,100戸以上、
床上・床下浸水2,000 棟以上

■被害の概要

山地災害発生場所●(治山課調べ)

（合計178箇所）

(災害に強い森づくり事業検証報告書2010より抜粋)
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2009年台風災害では、
山腹崩壊地の75％が風倒跡地であった。
(災害に強い森づくり事業検証報告書2010)

2004年台風23号風倒跡地における
山腹崩壊

シカの食害による森林の再生阻害

樹木根系の持つ崩壊防止機能の低下

豪雨による崩壊

成熟する人工林資源

充実した森林蓄積を利用して、
林業を成長産業化することが国としての課題

森林蓄積の推移
百万m3

出典：林野庁HP https://www.rinya.maff.go.jp/index.html

森林面積
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再造林放棄で荒廃する人工林伐採跡地

人工林資源の充実に伴い、今後伐採利用が本格化

再造林できるだけの収益確保が困難なのが現状

再造林放棄地の多発

シカの食害による荒廃林地の増加

荒廃林地を発生させない管理施策が必要。

２．科学的データに基づいた
個体数管理による森林保全の試み

Keyword: 伐採跡地，更新阻害，人工林
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集落防護柵による完璧な防護は、
予算・労力的に困難

耕作地における被害対策の基本

捕獲対策と柵のセットで、
トータルリスクの低減を図る。

2010年度より
捕獲目標を30000
頭以上へ引き上げ

2013年度より
捕獲目標を35000
頭以上へ引き上げ

18
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シカ捕獲数の経年変化(県全体)
2016年度より
捕獲目標を45000
頭以上へ引き上げ
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全県レベルの推定個体数の動向

捕獲後推定値（2020）

158,798頭（中央値）
95％信用区間
[118,019-258,908]

捕獲前推定値（2020）

204,428頭（中央値）
95％信用区間
[163,649-304,538]

19

※市町単位で推定しており、県（地域）全体の数値は積み上げで行う
※推定方法の見直しにより、以前より増加率が低く個体数が高めのモデルを採用（相
対的な増減トレンドや必要捕獲数には大きな変化なし）
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市町別動向の推定

20

シカの動向は地域ごとに様々！
地域に応じたきめ細かい管理が必要！
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捕獲目標達成率(左)と目撃効率変化(右)
達成率

（2010～2017）
シカ

目撃効率
の変化

（2010～14）

健全
食害

シ
カ
の
嗜
好
性

高

低

シカの影響力（密度＋α）
強弱

シカの影響力に伴う採食植物のスライド仮説

嗜好性の高い植物から順番に食べられる傾向。

嗜好性植物

特定嗜好性植物

準不嗜好性植物

消失

不嗜好性植物

嗜好性種が食害されないシカ密度まで低減することは困難。
準不嗜好性種が食害されない密度への誘導は比較的容易。

アセビ、シキミ、ニワウルシ、イワヒメワラビ
クロマツ
アカマツ、シロダモ、 ウリハダカエダ、ススキ
スギ

ヒノキ
広葉樹類

リョウブ、アオキ、 イヌツゲ
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2006 2017

密度低減地域における準不嗜好性種の回復

準不嗜好性種であるスギの食害が激しい地域は、
比較的限定される。

過大評価？

シカ密度とスギ枝食害率の空間変異（2020）
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スギ幼齢木の食害リスク評価
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シカ目撃効率
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まず目指すべきは、最重要造林樹種である
スギの更新の担保

区分
SPUE現状値
（令和２年度）

SPUE目標値
（令和８年度）

ユニット４
（緊急捕獲市町）

２．０以上 ２．０未満

ユニット３

（捕獲重点化市
町①）

１．５以上 １．５未満

ユニット２

（捕獲重点化市
町②）

１．０以上 １．０未満

ユニット１
（要注意市町）

１．０未満
現状維持
令和２年度
以下の値

2022改訂シカ管理計画で新設された
ユニット設定区分とシカの管理目標

5年計画内でのリスク低減
のための数値目標の設定。
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ご清聴
ありがとうございました


